
    
 
 
 

平成２９年１２月１３日 

東海旅客鉄道株式会社 

 

在来線ホーム可動柵の実証試験開始について 

 
在来線ホームの可動柵について、多様な車種や異なるドア位置など当社の実情を踏ま

えて開発を進めてまいりましたが、東海道本線金山駅の上りホームに試作機を設置し、

１月３１日（水）より実証試験を行います。 
 

１．金山駅に設置する試作機（別紙） 

（１）仕様 

・扉が左右に開閉するタイプです。 

・開口幅は、名古屋地区の快速・普通電車に対応可能なものであり、在来線では

最大級となる４ｍ強です。 

・センサにより列車の編成両数と停止位置を検知し、自動で開扉します。 

・車掌の操作により閉扉します。 

 （２）開発のポイント 

   ・開口部が広いため、安全を確保しつつ、重量の低減、開閉速度の向上、低コス
ト化に注力しました。 

 （３）ホーム補強 

・可動柵を設置するために、盛土構造のホームを補強しました。 
 

２．主な実証試験の内容（予定） 

○営業列車が在線していない時間帯での実証試験： 

平成３０年１月３１日(水)～平成３０年３月下旬 

   ・扉の開閉速度やセンサの検知機能の確認を夜間に行います。 

・車掌が可動柵を操作する訓練を行います。 
 

○営業列車での実証試験： 

平成３０年３月下旬～平成３０年秋頃 

・列車の到着・発車に合わせて可動柵を開閉させ、オペレーションの検証を 

 行います。 

・可動柵の動作状況や耐久性などの検証を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試作機の設置イメージ 

３．今後のスケジュール 

・試験結果を踏まえ、金山駅の東海道本線ホームにできるだけ早く設置することを目

指します。 

 



ホーム可動柵の試作機の概要 別紙

【断面図】
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【設置箇所】 東海道本線金山駅上りホームの８両編成最後部車両の中間扉部分に設置

【仕様】

・開口幅は４ｍ強
・扉が左右に開閉するタイプ
・開 扉：センサにより列車の編成両数と

停止位置を検知し、自動で開扉
・閉 扉：車掌の操作により閉扉

【正面図】
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